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タンチョウと共存できる流域づくり協議会 

第 2回長沼町タンチョウも住めるまちづくり専門部会 議事要旨 

〔日 時〕：令和７年１２月９日（火） １８:３０～２０:１５ 

〔場 所〕：長沼町役場 ３階 会議室 

〔出席者〕：計 14名（委員：10名、報道・傍聴：4名） 

１．規約の改定について 

○事務局より資料 1の説明 

・規約の改定案が承認され、令和 7年 12月 9日付で規約が改定された。 

２．タンチョウの飛来・繁殖状況及び協議会等の対応について 

○事務局より資料 2-1の説明（※資料 2-2は非公開の情報を含むため説明せず） 

・質問、意見はなし 

３．タンチョウも住めるまちづくりの取組状況について 

○事務局より資料3-1の説明 

・イオンチアーズクラブと、長沼町の小学校の子どもたちが一緒に活動するなかで、お

互いに刺激が得られ、とてもよかった。来年度は、さらに発展させたい。 

○事務局より資料3-2の説明 

・長沼町のタンチョウも住めるまちづくりの取組に、より多くの人の共感・支援を得る

ことを目的に、バスツアーを開催している。ツアー参加者へのアンケートでは、長沼

町の案内人が優しかったとの回答が多く、取組への共感が得られたと思う。今後とも

バスツアーを続けていきたい。 

・12月5日のバスツアーで、ベネチアングラスアクセサリー製作体験の対応を行い、初

めてであったが、参加者から充実した体験ができたとの感想が得られた。 

・12月5日のバスツアーで、木工フォトフレーム製作体験の対応を行った。冬期に、長

沼町は農産物が少なくなるが、タンチョウとモノづくりの活動をうまく結びつけたい。 

・長沼タンチョウ・ガイドの会では、年々活動を拡大させている。今年度は初めて「長

沼タンチョウ・ムービー・フェス」を開催し、盛況だった。今後も、継続して取組を

発信する活動を行いたい。 

・ギャラリーの増設に伴い、写真展示等を行えるツルコーナーを設けた。長沼町にタン

チョウがいることを知らない人も多いが、お店にポスターを1枚貼るだけでも、取組

を知ってもらうきっかけになると思う。 

４．今後の取組について 

○事務局より資料4の説明 

・舞鶴遊水地での取組を、地域の関係者だけで維持するのは難しい。バスツアーを通じ

て取組に共感した来訪者が、支援できるような仕組みがつくれるとよい。 

・取組の当初は、地域の農業者も警戒感を抱いていたが、関係者の理解を醸成しながら、

企業も関わっていただける状況ができた。来年度に取組開始から10周年を迎えるにあ

たり、これまでの取組を振り返り、今後の展開につなげるシンポジウムのようなイベ

ントが開催できるとよい。 

・これまで町外への発信のために様々な取組がなされてきたが、10周年記念イベント
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は、町民への説明・報告という点で、重要な取組になる。 

・10周年記念イベントの開催にあたっては、苦労した点も含めて紹介いただけると、他

の地域にとっても、とても参考になると思う。 

・今年は舞鶴遊水地で、12月になっても、南下する渡り鳥が非常に多く見られている。

観光資源として活用できると思う。 

・過去に、舞鶴遊水地での渡り鳥のねぐら立ちのツアーを開催し、非常に好評だった。

今年も要望があり、来年3月末にツアーを開催できるように準備している。 

・舞鶴遊水地を観光資源として活用していくうえで、今後は、町内の宿泊施設の少なさ

にも向き合わねばならない。 

・低年齢層にも幅広く取組を発信するうえで、ロゴマークだけでなく、ゆるキャラもあ

った方がよい。 

・豊浦町のインディアン水車では、サケがいないときに、ガイドがサケの遡上する様子

などをタッチパネル式の動画で見せている。長沼タンチョウ・ガイドの会でも、動画

をさらに活用できると、ツアー参加者の満足度が高まると思う。 

・長沼タンチョウ・ガイドの会でも動画は既に活用しているが、舞鶴遊水地では電源の

確保が課題となる。ほかに、来訪者の増加に向けてはトイレの設置も課題である。 

・舞鶴遊水地でのヤナギ伐採や湿地再生に関わる作業体験を、ふるさと納税（旅先納税

を含む）の返礼品として提供することも考えられる。 

・以前、夕張市などで、雪下ろしのボランティア作業を行うツアーを組んだら、人が多

く集まった。社会に貢献したいという意識を持つ人は多く、舞鶴遊水地でも、ボラン

ティア作業のツアーを組めば、人が集まると思う。 

・舞鶴遊水地でのヤナギ伐採は、シカのすみかをなくす点で、農業者にとっても恩恵が

ある。ヤナギ伐採に関わるボランティアを募ることは、農業者の共感を得ることにも

つながる。 

・バスツアーでは高齢者、環境学習プログラムでは子どもたちと保護者が主な対象とな

っているが、大学生くらいの若い世代も取組に引き込めるとよい。 

 

【部会長総括】 

・舞鶴遊水地で6年連続タンチョウが繁殖に成功し、タンチョウが「住み続けている」

まちになってきていることを実感した。一方で、農作物被害が出ているなかで、タン

チョウとの関わり方も新たな段階に入っている。 

・タンチョウを目的に長沼町へ来る人が増えているなかで、見られなくても満足して帰

ってもらえるような仕組みが重要であり、モノづくり活動や町の生産物とうまく結び

つけて人を取り込めるとよい。逆に、タンチョウのことを知らずに町へ来た人を、タ

ンチョウとうまく結びつけていけるとよい。 

・今日の議論を聞いて、キーワードは「共感」だと思った。様々な人に取組へ共感をし

てもらい、支援者を増やしていけるとよい。 


